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今
年
度
は
午
後
活
動
の
時
間
を
利
用

し
て
、
外
出
の
機
会
を
増
や
し
、
ド
ラ

イ
ブ
や
屋
外
で
の
歩
行
訓
練
を
兼
ね
た

施
設
見
学
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

屋
外
散
策
で
は
皆
さ
ん
と
て
も
良
い

表
情
で
季
節
を
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た

施
設
見
学
で
訪
れ
た
北
港
緑
地
公
園
の

展
望
台
で
は
酒
田
港
の
歴
史
を
知

っ
た

り
、
古
湊
ふ
頭
に
来
港
し
た
、
普
段
見

る
こ
と
の
出
来
な
い
日
本
を
代
表
す
る

『
に
っ
ぼ
ん
丸
』
や
イ
タ
リ
ア
の
豪
華

客
船

・
海
上
自
衛
隊
の
護
衛
艦
な
ど
も

見
る
こ
と
が
出
来
、
刺
激
の
あ
る
見
学

を
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
利
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
施
設

内
で
の
運
動
だ
け
で
は
な
＜
、
普
段
の

生
活
で
は
な
か
な
か
行
＜
事
の
な
い
所

へ
出
掛
け
る
事
が
出
来
て
、
他
の
ご
利

用
者
と
の
交
流
も
気
分
転
換
に
な
り
楽

し
い
と
の
感
想
が
聞
か
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
ご
利
用
者
の
要
望
に
応
え
な

が
ら
ド
ラ
イ
ブ
や
施
設
見
学
で
生
活
に

意
欲
が
で
る
よ
う
な
活
動
に
力
を
入
れ

い
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
貧
一浦
弘
喜
）



シリーズ5回目は口腔体操を紹介します。
介護 清水干穂

お食事前に行うことで「あせ」の予防や、「飲み込み」をスムーズにします。
♪菫謡『あすんでひらいて』♪のリズムで楽し<やつてみましょうH

～自宅でも出来る簡単じ体操のご紹介～

力0齢などで筋肉が衰えると、
飲み込みの動作が上手<いかず
食道ではな<気管に入つてしまいます。

『誤脈(ごえん』を防ぎ、美味し<食事をいた
だきましょう‖ ご自宅でも是非どうぞ‖

口嶺十藤    口善十臓

|、J
はほに手をあて,      観,3をあごの内働の       両手の観指で、
上の奥■のあた りを    やわらかい部分にあて、      あごの真下から舌を
後ろから前に6・ かって   耳の下からあこの下まで     つ0あ げるように.

まわす。(10回)     5か 所くらいを押す。(各 5回 ずつ) 押す。(10回 )

『
数
字
合
わ
せ
ボ
ー
ド
』

～
脳
と
指
先
に
刺
激
を
～

あ
い
・た
＜
せ
い
で
行
っ
て
い
る
脳
ト

レ
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
数
字
合
わ
せ

ボ
ー
ド
で
す
。
ボ
ー
ド
に
は
順
不
同
に

数
字
が

一
～
百
ま
で
並
ん
で
い
て
、ベ
ツ

ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ツ
プ
に
も
同
様
に

一

～
百
ま
で
の
数
字
が
貼
っ
て
あ
り
、
同

じ
数
字
を
合
わ
せ
て
並
べ
て
い
き
ま
す
。

簡
単
そ
う
に
見
え
ま
す
が
な
か
な
か

数
字
が
見
つ
か
ら
ず
、
集
中
し
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。
一
回
目
よ
り
二
回
日
、

三
回
目
よ
り
三
回
日
と
数
字
を
見
つ

け
る
の
が
早
＜
な
り
完
成
時
に
は
達
成

感
で
『や
っ
た
―
！
』
と
喜
ば
れ
、
と
て
も

い
い
笑
顔
が
見
ら
れ
ま
す
。

脳
の
運
動
（数
字
合
わ
せ
）
と
指
の

運
動
（指
で
つ
ま
ぬ
）を
同
時
に
行
う
の

で
認
知
症
予
防
に
効
果
的
で
す
。

（佐
藤
由
紀
）

作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

八
ネ
安

皆
様
の
お
心
遣
い
に
感
謝

◆

上
嶋

み
よ
様
よ
り

‥
。た
＜
さ
ん
の
タ
オ
ル

◆

佐
藤

弘
様
よ
り
…
タ
オ
ル
と
手
ぬ
ぐ
い
で

作
っ
た
祭
り
は
ん
て
ん
の
飾
り
物

お語でのマニ書
?Fぃ

ます

編集後記
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ご
利
用
者
が

一
筆

一
筆
に
ら
を
込
め
た

族終

え
午

高
―

・Ｉ
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